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第１章
 

：
 内部統制の意識は何をもたらしたのか
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企業・組織を健全に保つ
説明できるようにする

経営者自身をはじめとした内部発生するリスクに対して責任を持つ

財務報告の信頼性

属する人の行動の正当性

説明できるようにするために証憑、証跡を保管する

説明できるよう関連性を持つ

リスクに対する耐性を強化する

リスクが発生しても早期に対策して被害を最小限に留める

リスク事象の発見

リスク事象に対する対策

内部統制の目的１-１：
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事
業
１

事
業
２

活
動
１

活
動
２

統制環境

リスク評価

モニタリング

統制活動

情報と伝達

業
務

の
有

効
性

　
　

　

と
効

率
性

財
務

報
告

の

信
頼

性

法
令

の
遵

守

事
業
１

事
業
２

活
動
１

活
動
２

統制環境

リスク評価

モニタリング

統制活動

情報と伝達

業
務

の
有

効
性

　
　

　

と
効

率
性

財
務

報
告

の

信
頼

性

法
令

の
遵

守

事
業
１

事
業
２

活
動
１

活
動
２

統制環境

リスク評価

モニタリング

統制活動

情報と伝達

業
務

の
有

効
性

　
　

　

と
効

率
性

財
務

報
告

の

信
頼

性

法
令

の
遵

守

業務の有効性と効率性 財務報告の信頼性 法令の遵守

財務・会計

人事
販売
管理

顧客
管理

財務報告

規則・規定

監査・不備 業務改善

統制された行動規則・規定

監査・不備 業務改善

規則・規定規則・規定

監査・不備 業務改善監査・不備 業務改善

統制された行動

内部統制がもたらしたもの

財務報告関連プロセスの文書化
財務・経理部門など財務報告に関連する業務の文書化

業務説明書、フローチャート、リスクコントロールマトリックス

個別プロセスでのリスク認識（できているはず）と対応
認識したリスクに対して、「対応策」の実施

監査し、改善していく「しくみ」の構築

１-2：
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見えてきた課題１-3：

証跡が残らない・

 
散在・紛失

整備できている

 
と説明できない

監査費用の増大

必要の無い証跡

 
の確保

リスクに対する

 
対応策の都度

 
追加

 

リスクに対する

 
対応策の都度

 
追加

統制が組込めな

 
い。

統制が増え
業務が煩雑に

統制が増え
業務が煩雑に

ルールの形骸化

ルールに
従わない

ルールに
従わない

業務ルールを守

 
らない

リスクに応じた

 
標準的作業が組

 
み込まれない

影響
原因

不備の増加
証跡が大量に発

 
生する

業務活用データ

 
が確保されない。

部門間をまたぐ

 
やりとりが徹底

 
できていない

不備の見落とし

統制が主体で新

 
たなビジネス、

 
業務への挑戦が

 
無い

財務報告以外の

 
リスクに対する

 
脆弱性が増す

監査しにくい

ビジネスが拡

 
大しない

 

ビジネスが拡

 
大しない

リスクへの脆

 
弱性が増す

 

リスクへの脆

 
弱性が増す

財務報告以外の

 
監査が増す

業務活用記録

 
と証跡が整理さ

 
れていない

 

業務活用記録

 
と証跡が整理さ

 
れていない

保持している
データの意味が

 
わからない

ビジネスの事象

 
を見落とす。

新たなリスクの

 
発生

チェックが漏れ

 
る

決算処理が

 
滞る

 

決算処理が

 
滞る

•統制が運用できない
•都度のリスク対応で業務が煩雑化
•ビジネスの目標を達成しない

•統制が運用できない
•都度のリスク対応で業務が煩雑化
•ビジネスの目標を達成しない
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内部統制の先で見えてきた課題内部統制の先で見えてきた課題

総合的な業務基盤としての役割を維持すること総合的な業務基盤としての役割を維持すること

情報システムが目指すべきもの１-4：

統制が運用できない統制が運用できない 都度のリスク対応で業務が煩雑化都度のリスク対応で業務が煩雑化

ビジネスの目標を達成しないビジネスの目標を達成しない

業務を最適化した状態で維持する業務を最適化した状態で維持する

正確性、即時性をもって情報を提供できる正確性、即時性をもって情報を提供できる

情報の保管・維持に総合的に対峙する情報の保管・維持に総合的に対峙する

信頼される運用維持信頼される運用維持

情報システムの目標情報システムの目標
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第２章
 

：
 情報システムの使い方と扱い方
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承認フローのコントロール
関連記録

承認フローのコントロール
関連記録

情報システムの使い方

内部統制を通した情報システムの使い方は・・

2-1：

入力内容のチェック入力内容のチェック

フォーマットチェックフォーマットチェック

必須項目チェック必須項目チェック

バランスチェックバランスチェック

リミットチェックリミットチェック

マッチングマッチング

処理ロジック・処理データの整合性処理ロジック・処理データの整合性

例外処理レポート例外処理レポート

システム間のデータ整合性システム間のデータ整合性

例外処理レポートの保管例外処理レポートの保管

期限日以降の更新排除期限日以降の更新排除

日時処理（記録日時の追加）日時処理（記録日時の追加）

コントロールトータルチェックコントロールトータルチェック

入力処理のコントロール

承認などの記録

関連を確認（監査）

承認記録の保管承認記録の保管

訂正・加除の処理訂正・加除の処理

利用者の権限管理利用者の権限管理
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出荷出荷 売上売上 仕訳仕訳

入力

照合

出力
リスト

訂正入力

訂正承認

原始
証憑

確定

承認

訂正
表

入力

照合

入力
リスト

訂正入力

訂正承認

原始
証憑

確定

承認

訂正
表出荷

データ

出荷
データ

売上
データ

売上
データ

入力

照合

入力
リスト

訂正入力

訂正承認

原始
証憑

確定

承認

訂正
表

業務作業中の統制（入力処理のコントロール)2-2：

入力

照合

入力
リスト

訂正入力

訂正承認

原始
証憑

確定

承認

訂正
表

仕訳
データ

仕訳
データ

仕訳
データ

仕訳
データ

一般業務の中で必要となる確認の記録を取得する。
照合などの仕組みの提供。

一般業務の中で必要となる確認の記録を取得する。
照合などの仕組みの提供。
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出
荷
出
荷

注文書注文書 出荷
指示書

出荷
指示書

出荷
指示書

出荷
指示書

確認確認 承認承認作業作業 証拠・証跡（エビデンス）証拠・証跡（エビデンス）

受注受注

突合せ突合せ

承認承認

確認書確認書

注文書注文書 確認書確認書 出荷
承認書

出荷
承認書

出荷出荷

注文書注文書 出荷
指示書

出荷
指示書

売上
計上

売上
計上

受領書受領書

出荷
指示書

出荷
指示書

受領書受領書

突合せ突合せ

受
注
受
注

確認書確認書

売上
承認書

売上
承認書

確認書確認書受領書受領書
出荷

指示書

出荷
指示書

受領書受領書出荷
指示書

出荷
指示書

承認承認

出荷
指示書

出荷
指示書

承認などの記録

売上
データ

売上
データ

受注
データ

受注
データ

売上
入力

売上
入力

承認
入力

承認
入力

受注
入力

受注
入力

承認
入力

承認
入力

３
2-3：

電子的な情報だけでなく、関連する紙も保管の対象電子的な情報だけでなく、関連する紙も保管の対象

記
録
の
確
保
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出荷出荷 売上売上 仕訳仕訳

出荷

入力

照合

出力
リスト

訂正入力

訂正承認

原始
証憑

確定

承認

訂正
表

入力

照合

入力
リスト

訂正入力

訂正承認

原始
証憑

確定

承認

訂正
表

入力

照合

入力
リスト

訂正入力

訂正承認

原始
証憑

確定

承認

訂正
表

売上

仕訳

出荷情報

売上情報

大きな流れとしての業務間の整合性でリスクを軽減大きな流れとしての業務間の整合性でリスクを軽減

出荷
データ

出荷
データ

出荷
データ

出荷
データ

売上
データ

売上
データ

仕訳
データ

仕訳
データ

売上
データ

売上
データ

仕訳
データ

仕訳
データ

業務作業中の統制2-4：

記録

記録

突合せ
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業

 
務

 

業

 
務

業務処理のコントロール
(Business Process Management)

業務処理のコントロール
(Business Process Management)

財務財務会計会計販売販売

領 収 証

印
紙

金額

様

領 収 証

印
紙

金額

様

領 収 証

印
紙

金額

様

情報システムとしてのIT

証拠・証跡（エビデンス）の関連性を維持した保管
（Record Keeping）

証拠・証跡（エビデンス）の関連性を維持した保管
（Record Keeping）

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)データの連動 データの連動

IT 
運

 
用・

 
保

 
守

 
の

 
業

 
務

 

IT 
運

 
用・

 
保

 
守

 
の

 
業

 
務

共通したデータ管理（マスタデータなど）共通したデータ管理（マスタデータなど）

システム利用者の管理システム利用者の管理

３

システム運用の管理システム運用の管理

2-5 ：

戦略情報など
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第3章：
 情報システム部門に求められるもの
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全体プランニングプロセス全体プランニングプロセス

イノベーションの連続
（自社ビジネスの抜本的改革）

先が読めない環境、競争激化

業務・ＩＴ戦略業務・ＩＴ戦略

業務業務

運用運用

戦略との合致、システムが価値を生んでいるかの確認

スピーディな対応
柔軟な構造

スピーディな対応
柔軟な構造

前提条件の大幅変更

経営戦略経営戦略

ＩＴＩＴ

経営に寄与する情報システム部門

評価プロセス評価プロセス

低コスト、高信頼
サービスの提供

低コスト、高信頼
サービスの提供

ＩＴのあり方の変革ＩＴのあり方の変革

3-1：



15

ＩＴ組織として目指す姿

ＩＴサービスを通じた、

 価値の提供

 

ＩＴサービスを通じた、

 価値の提供 戦略との整合戦略との整合

経営者経営者

全体企画・運用全体企画・運用

個別保守/開発個別保守/開発

運用パートナー運用パートナー 保守パートナー保守パートナー 開発パートナー開発パートナー

顧客／ユーザ

ITサービス・
　プロバイダ
（ＩＴ組織）

パートナー

運用、保守等のサービス 請負契約

サービスレベル・ア

 
グリーメント（ＳＬＡ）

個別保守/開発個別保守/開発 個別保守/開発個別保守/開発

Ａ事業部Ａ事業部お客様お客様 Ｂ本部Ｂ本部 …

…

●戦略にあわせ、柔軟性を持ったＩＴを作り、運営（変更）し続ける

 
→保守

●作ったＩＴを存分に使ってもらい、価値を安定して提供し続ける

 
→運用

●戦略にあわせ、柔軟性を持ったＩＴを作り、運営（変更）し続ける

 
→保守

●作ったＩＴを存分に使ってもらい、価値を安定して提供し続ける

 
→運用

3-2：
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開発の視点と保守・運用の視点とのバランス

開発の視点 保守・運用の視点

業務
システム

業務要件を定義し、
新規開発

インフラ

データ

人材

現行の資産を
生かした保守・運用

業務に合わせて
データ設計

現行のＤＢを使った
データ設計

業務に合わせて
個々に導入

標準構成に沿って
導入、拡張

開発に力点を
置いた育成

サービス提供に
フォーカスした育成

Ｉ
Ｔ
資
源

機能を満たし、スピーディ

 にシステムを開発
システムの効率よく、安

 全かつ安定的な運用
スタンス

3-3：
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継続的、安定的な

 
ITサービスの提供

SLA

利用者（ユーザ）、アプリオーナー（顧客）利用者（ユーザ）、アプリオーナー（顧客）

サービス提供

問い合わせ・
問題点

回答・
研修

サポート
計
画
と
組
織

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

IT資源IT資源

アプリケーションアプリケーション インフラインフラ人材人材

調達と導入調達と導入

サービスサービス

データ

アプリケーションアプリケーション インフラインフラ人材人材

RFP

「有効性、効率性、機密性、

 
インテグリティ、可用性、準

 
拠性、信頼性」の実現

経営者経営者 経営者経営者

成果の測定成果の測定

価値の提供価値の提供戦略との整合戦略との整合

資源管理資源管理
リ
ス
ク
の
管
理

リ
ス
ク
の
管
理

凡例：

達成すべき項目

IT組織IT組織

サードベンダー

IT資源

主要な活動

開発開発

ＩＴ運営の全体像

出典

 

：

 

「COBIT4.1」を基に、日立コンサルティングにて作成

3-4 ：
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開発・保守系開発・保守系 本番系本番系

運
用

保
守
・
運
用

開発・保守

開
発

●開発後はその

 
まま保守運用

 
に入る従

来
の
姿

従
来
の
姿

今
後
の
姿

今
後
の
姿

●保守と運用、テスト、

 
本番の切れ目が曖昧

●バラバラの開発

 
形態、開発者の

 
“作り逃げ”

・・・

●本番移行

 
手続き

●不安定な
　　サービス提供

●高い価値のIT

●開発・保守
　パートナー

企画・計画系企画・計画系

計
画

●一貫性の無い
　企画・計画

・・・

計
画

マスタープラン ITマネジメント（ＩＴの見える化）

●安定的な
　　サービス提供

企画力強化企画力強化 運用標準化運用標準化開発・保守標準化開発・保守標準化

経営視点のＩＴ運営とそのための施策

保守・運用の視

 
点での計画

 

保守・運用の視

 
点での計画

3-5：
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第4章：
 まとめ
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まとめ4-1 ：

システム運用・保守（開発）の信頼性維持
＞証憑の取得

 

＞システム運用記録

 

＞IT資産管理

システム運用・保守（開発）の信頼性維持
＞証憑の取得

 

＞システム運用記録

 

＞IT資産管理

帳簿 証憑 行動記録

ワークフロー
文書管理など

＞証憑の取得

 

＞関係性の維持
＞行動の承認と処理の自動化

ワークフロー
文書管理など

＞証憑の取得

 

＞関係性の維持
＞行動の承認と処理の自動化

ERPなど
基幹システム
>全取引の記録

>財務データの作成

ERPなど
基幹システム
>全取引の記録

>財務データの作成

説明できる経営説明できる経営

経営を最適化する経営を最適化する

リスクの回避リスクの回避
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情報システムが
担う仕事

利用

保管生成・記録情報の生成 情報の保管

情報の活用情報の活用

■業務を通して記録した情報を
活用できる形式で提供する。

→ 経営戦略情報のサービス

■監査や、日々の業務確認など
効率よく推進するしくみの提供

■正確な情報を記録する。
■生成した情報を確認し、循環させる。

■説明に足るデータ関連性の維持
■生成から利用、保管、廃棄まで

情報システムが担う仕事4-2：

業務発生情報を記録・[保管]する業務発生情報を記録・[保管]する業務効率を向上する業務効率を向上する
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新規開発、変更・保守 運用

IT部門業務のリスク排除

システム運用管理システム運用管理システム開発・変更管理システム開発・変更管理

ＩＴシステムのライフサイクル

アクセス管理アクセス管理

構成管理、資産管理
インフラ構築

設備管理　etc設備管理　etc

教育教育

外部委託管理外部委託管理

マシン室入退室管理

Ｉ
Ｔ
資
源

データ

アプリケーション
（プログラム、
画面定義、
パッケージ、

ユーティリティetc）

テクノロジ
（ＯＳ、ＤＢ、ハード、

ネットワークetc）

設備
（サーバルーム、

建物etc）

人
（利用者、
ＩＴ管理者、

ベンダーetc）

導入

プロジェクト管理プロジェクト管理

アプリケーション開発

開発
テスト

本番
移行

変更

調達設計
構成情報

 
メンテ

依頼
受付

依頼
受付

業者

 
選定

SLA
調整

契約
モニタ

 
リング

ユーザ

 
教育

ＩＴ要員

 
教育

システムデータ管理

依頼受付

ユーザ
アクセス権

管理

ＩＴ管理者
アクセス権

管理

依頼受付 依頼受付

(*1)実施基準(「財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準」(金融庁2007/2/15) )のＩＴ全

 

般統制(財務報告)に係る運用管理の例示を参照

ジョブ管理

スケジュー
リング

監視

依頼
受付

実行

バックアップ管理
修正・削除

バック
アップ

ID登録･

 
変更

ID登録･

 
変更

障害管理

分析障害・故障
状況

 
把握

復旧

障害
対策

4-3：
開発と運用の視点を分けて、業務運用する。開発と運用の視点を分けて、業務運用する。情報サービス提供部門としての維持情報サービス提供部門としての維持
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まとめ

全体を見通したリスクの低減に投資
個別のリスクに応じた細かい業務の改善でなく、業務間での改善

情報を取り扱う
法的な情報（エビデンス）となる情報を扱う

経営インフラとして
経営視点での情報インフラの開発・運用維持

4-4：
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(Business Consulting and Systems Integration) 
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※本文中に記載されている会社名・商標名は、各社の商標または登録商標です。
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